
２
月
４
日
に
開
か
れ
た
西

部
広
域
事
務
組
合
議
会
（
飯

能
、
日
高
、
狭
山
で
構
成
）

の
一
般
質
問
で
、
新
井
た
く

み
市
議
は
、
消
防
の
広
域
化

問
題
を
た
だ
し
ま
し
た
。

埼
玉
県
が
示
し
た
広
域
化

案
に
よ
る
と
飯
能
市
は
、
日

高
、
入
間
、
狭
山
、
所
沢
市

ま
で
の
埼
玉
第
４
ブ
ロ
ッ
ク

に
な
り
ま
す
。
人
口
規
模
で

７
８
万
人
以
上
、
管
轄
面
積

が
４
０
０
平
方
キ
ロ
、
人
口

で
は
１
割
で
す
が
、
面
積
で

は
５
割
以
上
を
占
め
ま
す
。

広
域
化
に
よ
っ
て
、
広
大

な
市
域
を
も
つ
飯
能
市
の
消

防
、
救
急
体
制
が
弱
ま
る
の

で
は
な
い
か
。
消
防
団
と
の

関
係
が
希
薄
に
な
る
の
で
は

な
い
か
な
ど
疑
問
や
不
安
の

声
が
出
て
い
ま
す
。

全
国
で
も
批
判
相
次
ぐ

三
重
県
や
宮
城
県
が
消
防

職
員
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
「
守
備
面
積
が
拡

大
し
、
消
防
力
の
低
下
に
つ

な
が
る
、
署
所
統
廃
合
の
可

能
性
が
あ
り
、
現
場
到
着
時

間
が
お
く
れ
る
懸
念
が
あ
る
。

大
規
模
災
害
に
は
応
援
体
制

で
現
状
消
防
力
で
対
応
可
能
、

財
政
上
の
効
果
以
外
効
果
な

し
」
と
の
回
答
が
圧
倒
的
だ
っ

た
と
い
い
ま
す
。

８
月
議
会
で
、
「
市
民
へ

の
説
明
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ

る
か
」
と
の
質
問
に
消
防
長

は
、
「
広
域
化
を
推
進
す
る

に
あ
た
っ
て
は
市
民
、
消
防

団
、
職
員
や
そ
の
他
消
防
関

係
者
の
声
を
把
握
し
、
生
か

す
こ
と
は
非
常
に
重
要
。
机

上
論
の
み
で
広
域
化
を
優
先

す
る
こ
と
な
く
、
広
域
化
の

必
要
性
、
将
来
構
想
、
職
員

の
処
遇
及
び
消
防
団
、
消
防

後
援
会
等
へ
も
説
明
や
情
報

提
供
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

く
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
こ
と

も
な
い
ま
ま
、
１
月
22
日
に

５
市
の
市
長
は
、
第
４
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会
設
置
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

新
井
市
議
は
、
「
市
民
、

消
防
職
員
、
消
防
団
に
ど
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
る
か
、

意
見
や
声
は
ど
の
よ
う
に
集

約
さ
れ
て
い
る
の
か
」
と
質

問
し
ま
し
た
。

消
防
長
は
、
「
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
広
報
し
て
い
る
、

消
防
団
等
へ
は
今
後
、
情
報

を
提
供
し
て
い
く
」
と
答
弁
、

ほ
と
ん
ど
説
明
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

国
会
の
付
帯
決
議
で
も

指
摘消

防
組
織
法
の
改
正
時
に

衆
参
両
院
の
付
帯
決
議
に

「
市
町
村
の
自
主
性
を
損
な

わ
な
い
こ
と
、
並
び
に
現
職

の
消
防
職
員
等
に
情
報
を
開

示
し
、
そ
の
意
見
の
反
映
が

図
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
重
く

受
け
止
め
、
「
広
域
化
先
に

あ
り
き
」
の
進
め
方
は
改
め

る
べ
き
で
す
。

住
み
よ
い
飯
能
市
を
つ
く

る
み
ん
な
の
会
は
、
代
表
者

会
議
を
開
き
、
３
つ
の
テ
ー

マ
で
学
習
と
懇
談
を
行
い
ま

し
た
。

①
公
契
約
条
例
に
つ
い
て

は
、
土
建
飯
能
日
高
支
部
の

野
沢
書
記
長
が
、
千
葉
県
野

田
市
に
お
け
る
公
契
約
条
例

制
定
の
運
動
や
条
例
の
内
容

を
報
告
、
公
共
工
事
な
ど
飯

能
市
の
仕
事
を
担
う
労
働
者

の
賃
金
や
労
働
条
件
を
守
る

必
要
性
を
強
調
②
飯
能
市
の

非
常
勤
職
員
の
問
題
で
は
、

新
井
市
議
が
飯
能
市
の
非
常

勤
職
員
は
他
市
と
比
べ
て
も

非
常
に
多
い
。
特
に
、
調
理

師
や
保
育
士
の
常
勤
的
な
非

常
勤
職
員
が
多
い
の
は
異
常

だ
と
指
摘
③
所
沢
市
の
大
規

模
保
育
所
を
視
察
し
た
杉
田

実
さ
ん
は
、
飯
能
市
で
も
第

一
、
八
幡
保
育
所
の
統
合
で

１
５
０
名
規
模
の
保
育
所
を

作
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に

関
連
し
て
、
施
設
や
職
員
体

制
面
の
懸
念
を
示
し
ま
し
た
。

み
ん
な
の
会
で
は
、
３
月

２
６
、
２
７
日
で
２
期
目
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
革
新
町
政

の
長
野
県
木
曽
町
の
視
察
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
視
察
内

容
は
新
交
通
シ
ス
テ
ム
や
市

街
地
活
性
化
、
ユ
ニ
ー
ク
な

ま
ち
づ
く
り
条
例
な
ど
で
す
。

参
加
希
望
者
は
ご
連
絡
下
さ

い
。
な
お
、
次
回
の
代
表
者

会
議
で
は
、
４
月
下
旬
に
飯

能
市
の
財
政
分
析
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

国
会
議
員
の
個
人

資
産
が
８
日
公
開

さ
れ
ま
し
た
が
、

民
主
党
の
小
沢
幹

事
長
の
預
貯
金
は

０
円
。
こ
れ
に
は

驚
き
ま
し
た
。
し

か
も
資
産
公
開
が

始
ま
っ
た
１
９
９
３
年
以
降

の
報
告
も
、
預
貯
金
０
円
だ

と
い
う
の
で
す
。
そ
れ
で
は

い
っ
た
い
「
陸
山
会
」
の
土

地
購
入
の
原
資
は
「
個
人
資

産
」
だ
と
い
う
説
明
は
ど
う

な
る
の
で
し
ょ
う
か
▼
「
た

ん
す
預
金
」
に
し
て
隠
し
て

あ
る
の
さ
と
言
う
人
も
い
ま

す
。
そ
う
い
え
ば
ト
ヨ
タ
も

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
「
プ
リ
ウ

ス
」
の
ブ
レ
ー
キ
不
具
合
の

問
題
を
最
初
は
「
感
覚
の
問

題
」
に
す
り
か
え
て
い
ま
し

た
。
共
通
し
て
い
る
の
は
、

ユ
ー
ザ
ー
や
国
民
を
馬
鹿
に

し
た
ふ
て
ぶ
て
し
い
態
度
で

す
▼
小
沢
幹
事
長
は
土
地
購

入
を
め
ぐ
る
事
件
で
不
起
訴

に
な
っ
た
も
の
の
、
世
論
調

査
で
は
８
割
が
小
沢
氏
の
説

明
に
納
得
せ
ず
、
７
割
が
幹

事
長
辞
任
を
求
め
て
い
る
こ

と
に
た
い
し
て
も
、
「
世
論

が
納
得
し
な
い
の
は
報
道
の

せ
い
」
と
居
直
っ
て
い
ま
す
。

問
わ
れ
て
い
る
の
は
小
沢
氏

の
政
治
家
と
し
て
の
品
格
で

す
。
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公
契
約
条
例
な
ど
を
学
習

み
ん
な
の
会
が
代
表
者
会
議
開
く

＜相談無料・秘密厳守＞

２月２１日（日）午前１０時
～午後３時

一丁目クラブ（稲荷消防分署南側）

サラ金、税金申告、税金滞納、法律相談、

労働相談などなんでも御相談下さい。弁護

士、税理士、社会保険労務士、多重債務の

専門相談員、労働相談員、日本共産党の市

議が対応します。

主催：日本共産党、飯能民商・清流道場、

飯能日高土建、飯能日高地労連

長
野
県
木
曽
町
視
察

３
月
２
６
日
（
金
）
泊

～
２
７
日
（
土
）

費
用

２
万
円

交
通
手
段

自
動
車

申
し
込
み
〆
切

２
月
末

事
務
局

974

０
３
３
０



埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
は
８
日
、
２
２
年
、

２
３
年
の
２
年
間
の
保
険
料

引
き
下
げ
案
な
ど
広
域
連
合

議
会
へ
の
提
出
議
案
を
公
表

し
ま
し
た
。

広
域
連
合
事
務
局
の
説
明

で
は
、
各
種
軽
減
制
度
を
適

用
し
た
後
の
平
均
保
険
料
年

額
は
７
万
１
６
０
９
円
で
、

現
在
よ
り
２
６
２
１
円
（
３
・

５
３
％
）
下
が
り
ま
す
。
加

入
者
全
員
に
課
せ
ら
れ
る
均

等
割
を
２
２
３
０
円
減
の
４

万
３
０
０
円
に
、
収
入
に
応

じ
て
課
せ
ら
れ
る
所
得
割
を

０
．
２
１
ポ
イ
ン
ト
減
の
７
・

７
５
％
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

Ｈ
２
０
年
度
決
算
で
４
７
億

円
の
剰
余
金
が
発
生
し
た
こ

と
と
、
引
き
続
き
２
１
年
度

に
つ
い
て
も
４
２
億
円
の
剰

余
金
が
見
込
め
る
こ
と
か
ら

保
険
料
の
引
き
下
げ
を
行
う

も
の
で
す
。

こ
れ
ほ
ど
の
剰
余
金
が
発

生
し
た
理
由
に
つ
い
て
①
保

険
料
の
過
大
見
積
が
あ
っ
た

②
６
５
歳
以
上
の
障
害
者
で

国
保
か
ら
後
期
高
齢
医
療
に

移
行
す
る
人
が
少
な
か
っ
た

③
受
診
抑
制
の
懸
念
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

『お
年
玉
だ
』と

歓
迎
の
声

埼
玉
県
で
は
、
県
社
会
保

障
推
進
協
議
会
（
社
保
協
）

な
ど
が
広
域
連
合
議
会
ご
と

に
制
度
廃
止
や
負
担
軽
減
を

求
め
る
請
願
を
提
出
し
、
議

会
傍
聴
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

広
域
連
合
議
会
で
は
、
日

本
共
産
党
の
加
川
義
光
議
員

（
さ
い
た
ま
市
議
）
と
、
昨

年
の
補
欠
選
挙
で
ト
ッ
プ
当

選
し
た
工
藤
薫
議
員
（
新
座

市
議
）
の
２
人
が
議
案
審
査
、

請
願
の
紹
介
人
や
、
一
般
質

問
を
通
じ
て
県
民
の
声
を
議

会
に
届
け
て
き
ま
し
た
。

加
川
議
員
は
「
１
月
に
引

き
下
げ
方
針
が
示
さ
れ
、
高

齢
者
か
ら
『
お
年
玉
だ
』
と

歓
迎
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
保
険
料
引
き
下
げ
は
一

歩
前
進
で
す
が
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
そ
の
も
の
を
廃

止
し
な
け
れ
ば
問
題
の
根
本

解
決
に
な
り
ま
せ
ん
。
運
動

の
力
で
制
度
廃
止
を
め
ざ
し

た
い
」
と
話
し
ま
す
。

今
年
、
第
５
回
目
を
迎
え

る
「
雛
飾
り
お
宝
展
ｉ
ｎ
飯

能
２
０
１
０
」
（
主
催
：
飯

能
市
商
店
街
連
盟
・
森
と
街

を
結
ぶ
「
木
馬
を
作
る
会
」
）

が
２
月
２
３
日
（
火
）
～
３

月
３
日
ま
で
市
内
か
ら
吾
野
、

南
高
麗
、
名
栗
地
域
の
１
０

８
ヶ
所
で
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

各
地
で
つ
る
し
雛
作
り

大
通
り
商
店
街
に
あ
る
市

指
定
文
化
財
店
蔵
「
絹
甚
」

で
は
、
絹
甚
の
管
理
運
営
を

行
う
運
営
委
員
会
の
企
画
事

業
と
し
て
、
手
仕
事
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
飯
能
布
塾
」
の
皆

さ
ん
が
雛
飾
り
展
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
週
２
日
、
市
内
外

の
沢
山
の
女
性
が
集
ま
り
つ

る
し
雛
の
製
作
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
銀
座
通
り
の

飯
能
ス
タ
ン
プ
会
事
務
所
で

は
各
商
店
街
の
主
婦
有
志
が

一
年
か
け
て
つ
る
し
雛
の
製

作
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

協
賛
イ
ベ
ン
ト
も
多
数

今
年
は
、
吾
野
宿
や
市
役

所
な
ど
の
公
共
施
設
な
ど
参

加
数
も
増
え
、
協
賛
イ
ベ
ン

ト
も
吾
野
市
（
あ
が
の
い
ち
）
、

「
雛
あ
ん
ど
ん
祭
り
」
な
ど

盛
大
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

関
係
者
は
「
飯
能
市
の
里
山

か
ら
街
な
か
ま
で
随
所
で
楽

し
め
る
『
雛
飾
り
お
宝
展
』

で
す
。
是
非
、
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

２０１０年２月１４日 ＮＯ．１７１１

埼
玉
県
後
期
高
齢
者
保
険
料

年
間
２
６
２
１
円
引
き
下
げ
へ

大
企
業
・
大
資
産
家
へ

の
法
人
税
の
減
税
を
は
じ

め
と
し
た
優
遇
税
制
は
１

０
年
間
で
累
計
４
０
兆
円

に
も
達
し
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で

は
、
富
裕
層
へ
の
増
税
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
証

券
税
制
で
は
、
日
本
だ
け

が
異
常
な
金
持
ち
優
遇
の

低
税
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●

窓
明
け
る
孫
の
瞳
に
雪

が
舞
う

●

小
さ
き
手
で
は
じ
め
て

作
る
雪
だ
る
ま

た
く
み

文化欄

自
民
党
名
栗
支
部
が
こ
の

程
解
散
し
ま
し
た
。
自
民

党
が
政
権
を
失
っ
た
な
か

で
、
全
国
的
に
も
離
党
や

支
部
の
解
散
が
相
次
い
で

お
り
、
自
民
党
の
末
期
的

症
状
と
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

自
民
党
名
栗
支
部
は
、

旧
名
栗
村
時
代
か
ら
山
村

部
の
保
守
地
盤
で
長
年
に

わ
た
っ
て
活
動
し
て
き
ま

し
た
。
平
成
１
７
年
に
飯

能
市
に
合
併
し
た
後
も
支

部
は
存
続
し
、
独
自
に
活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

自
民
党
飯
能
支
部
長
と
の

関
係
悪
化
な
ど
を
指
摘
す

る
声
も
あ
り
ま
す
が
、
前

支
部
長
の
「
党
員
が
減
少

し
て
お
り
、
解
散
は
時
代

の
流
れ
。
し
ょ
う
が
な
い
」

（
文
化
新
聞
報
道
）
と
い

う
言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
自
民
党
の
消
滅
は

「
時
代
の
流
れ
」
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
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里
山
か
ら
街
な
か
ま
で
楽
し
め
る

「
雛
飾
り
お
宝
展
」
準
備
す
す
む

自民党支部解散

「時代のながれ」

自民党名栗支部

昨年の絹甚での雛飾り


